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５．会誌「沖縄農業」

１）発刊のことば沖縄農業研究会設立準備委員長

島袋俊一

これまでにも農業関係者の結合体がないわけではなかった。ある場合は自発的だったし時に半官製的だったことも

ある。また機関紙の発行もあったが何れも永つづきしなかったように思う。今回私どもは他に強いられることなくまっ

たく自発的な気持ちから沖縄農業研究会を結成することにした。ちょうどその時期にきているのではないかと思われ

たからである。と云うのは農業自体の体質改善の点から幾多の問題点をかかえているし対外的には特に貿易自由化の

面から甘薦やパインアップルの輸出産業においてコストダウン，品種その他の耕種などの研究課題が山積している。

戦前「品種は台湾から，栽培技術は日本から」の合言葉があったように思うが，その日本と隔絶し台湾との交流も

意にまかせない現状である。反対に米本士やハワイなどからの品種導入や情報交換はそれほど困難でない。こう云う

新しい事態に即答してますます沖縄農業の占める立場を堅固にしさらに発展せしめる上から御互のみならず関係方面

にもたらす効果も大きいと思う。これも当分年二回と云うことだが近い将来季刊化することも決して夢と思っていな

いｃ

大田主席は就任当初から試験場と琉大関係学部との提携を明言しておられた。今日では日米琉結合の現われの一つ

として「琉球模範農場」のスタートも見ている。あれやこれやで農工商間の収入面の格差も何れ縮小されるであろう。

われらは沖縄農業の後進性を徒らになげく事なくこれを打開し向上するための努力を払ってゆきたく思う。そのため

にも本会をいよいよ発展せしめねばならない。大方の御賛同と御協力を切に御願いする次第であります。

1962年５月５日

２）第１巻第１号編集後記

本会の結成については前々からいくたびか話があり機会をねらっていたのであるが，最近日米の援助拡大と云う貿

易の自由化といい第一産業の転換と呼応して潮時にきたようである。そこで３月26日午後5時半から琉球政府農務課，

特産課，改良課，農試場，植防所，琉大職員などの有志が集まり設立準備委員会をつくり会則の大要を審議した。其

後この件を具体化するために４月３日，１０日，２７日と集合を重ね会員の加入勧誘，原稿の募集，広告募集などと奔走

した。ために会員の申込みも予期以上にあり本会の発展は期してまつべきものがある。この上とも大方の御協力を御

願いしたい。

会誌第１号を創立総会の日に刊行するのは些か気の早いであるがいわゆる計画倒れに終わることを自らいましめる

ためにとった手段であった。幸い短日月の間に原稿をそろえることができて何よりである。あえて純然たる論文形式

をとらず随感随想であれ時の話題であれ沖縄農業に関係があり直接間接その振興に資するものであれば何でもよくな

いかと思っている。しかし徒らに他人の高説を借用する事なく出来るだけオリヂナルな論説を手がける心がほしい。

それが本誌を特色あらしめる原動力となる筈である。

会誌は年二回発行となっているが原稿の集まりがよければ回数を増やすことも考えてよくはないかと思う。差当り

次号は12月に刊行したいｃ大方の投稿を歓迎申上げる。

本会が成長してゆくゆくは畜産や林業部門ともていけいして，ここに沖縄農学会を結成する機運が得られると幸い

だがと話し合っている。即ち沖縄農学会という一大組織の傘下に畜産学部会，林学部会，農業経済学部会等と云った

グループの結合が出来てそれらが相互に今までよりも密接にれんけいできたら沖縄の農業振興にすばらしい役割を演

ずる筈である。これも遠い夢であってもらいたくない。

本会援助の御趣旨で賛助会員となられまた広告をのせていただいた関係筋に特に厚く御礼申上げます。
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3）沖縄農業総目次

第１巻第１号（1962年５月）

平野俊：沖縄の農業とその問題点一琉球模範農場事業計画一

宮里清松・仲間操：苗のジベレリン処理が甘薦の初期成育に及ぼす影響

新垣秀一：甘薦品種Ｎ：Ｃ0.310の母茎葉位の出葉期と分げつの趨勢について

池原真一：沖縄における甘薦栽培の現状と問題点

古波蔵健：セパランの蕨汁洗浄の効果について（第１報）

与那覇哲義：沖縄におけるパパヤのモザイク病に関する研究（予報）

１．病徴，物理的性質および伝染方法

島袋俊一：沖縄を訪れた日本植物病理学者

東平地清二：東南アジヤより琉球へ輸入される穀物の害虫相

秋谷良三：沖縄本島におけるそ菜生産に関する報告書（抄録者：銘刈春定）

第１巻第２号（1962年２月）

新城正徳・山田重信：沖縄の主要土壌におけるパインアップルの試作成績について

銘刈春定・多和田真次・比屋根義一：オニオンのセット栽培（第１報）

セットの大小及び植付時期が生育，収量に及ぼす影響

新垣秀一：甘蕨品種N:Co310の栽培における士入れ株開きについて

照屋林宏：稲の成育時期と稲小球菌核病の発病との関係

島袋俊一：沖縄に侵入のおそれある甘薦病害１，甘薦の露菌病について

東平地清二：沖縄における植物検疫の歴史
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古波蔵健：ソルゲンと植物油の製糖への効果差異について

内原英昇：沖縄における華と性能の概要第１報，泥灰岩土壌における畜力用専用すきについて

池原真一：甘蕨の生産費とその低減について

喜久山盛忠・山里敏康：琉球における農業協同組合の概要（資料)，組織を中心に

吉成正雄：甘簾の交雑育種法と実生苗の育成について（資料）

諸見里秀宰：リュウキュウマツの子葉数

東平地清二：故屋代弘孝と沖縄の昆虫

一戸貞光：琉球における産地農業の現状と問題点

主として土地利用および土壌保全の観点より

島袋俊一・田盛正雄：徳之島のサビ菌類（英文）

第２巻第１号（1963年６月）

琉球模範農場：沖縄の水田高度利用について

HenryYNakasone：FourbasicfactorstobeconsideredfortheimprovementofRyukyuanAgriculture

吉国平・友野育造：パインアップルの生育に及ぼす土壌反応の影響について

金城清郎・照屋比呂子：パインアップルの生育に及ぼす土壌反応の影響について

第１報冬実パインアップルの成分について

当山清善：パインアップルの副産物利用に関する研究（第１報）プロメリンの性質について

吉国平・前山豊健・美園中：甘薦の省力栽培について第１報春植甘蕨に対する除草剤試験

新城正徳・山田重信・大仲栄信：せき薄土壌開墾地におけるパインアップルのりん酸肥効について

宮城光則・島袋繁：水稲第１期作における水田除草剤PCPと水中２．４－，の殺草効果試験

金城贄・吉元寛：春植甘薦の催芽苗における増収法試験

新海昭・宮良高忠・東平地清正：沖縄における稲黄萎病の伝染と防除

与那覇哲義・島袋俊一：沖縄に発生する植物ウイルス病の種類

吉成正雄：甘蕨の萎縮病状とその防除法について

照屋林宏：主要植物生性土壌線虫に関する研究第１報胡瓜におけるサツマイモネコプセンチュウの

生息密度と寄生程度について

津止健市：ミツポシキパガの飼育甘薦蟆虫類卵寄生蜂を大量増殖するための

東平地清二：南北大東島の蛾相について

内原英昇：沖縄における蓮の性能と概要（第２報）珊瑚礁石灰岩土壌地域に分布する在来華について

高宮巌：みかんの生産費，需要，見透し

一戸貞光：琉球における山地農業の現状と問題（続）主として土地利用および土壌保全の観点より

琉球政府：砂糖の貿易自由化阻止関する要請書（資料）

琉球政府：琉球パイン産業合理化計画（資料）

第２巻第２号（1963年12月）

琉球模範農場・沖縄農業とその振興に関する２～３の知見
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玉城詠光・仲座栄輝：沖縄における水稲収量と収量構成要素との関係について

新垣秀一・久貝晃尋：甘薦成熟のすう勢について（第１報）

秋月国憲：奄美大島における夏植甘薦の生育相について

池原真一：甘薦の生産費調査における諸問題

与古田幹也・当山漬善：直消糖に含まれる亜硫酸の測定について

金城清郎・照屋比呂子：パインアップル果実の品質に関する研究

当山清善・金城清郎：パインアップル罐詰の糖度および酸度について（第２報）

島袋正雄：馬鈴薯の収量に及ぼすジベレリンの影響について（秋作・冬作）

渡辺正一：パインアップル産業合理化上の諸問題

BrnestKAkamine：パインアップル生果の貯蔵（友寄長重訳）

新海昭：甘薦天狗巣病の媒介昆虫と豆類天狗巣病

ＥＥ､Jrujio･Stapben・Ａｕ.：バナナのパナマ病はKauai島に広く伝播してない（友寄長重訳）

新納義馬：島尻地方の植生の研究

第３巻第１号（1964年６月）

Takara,TandSHigashihirachi:ProvisionallistofCocoidaea（Homoptera）intheRyukyulslands・

見里朝正：農薬抗生物質について

橋岡良夫：熱帯植物病理学の展望

照屋林宏：パインアップルの生育中に処理せる士壌殺線虫剤の影響について

平良治男：南大東島における甘蕨蟆虫類の被害状況とその防除対策について

島袋敬一：イネの根における細胞間壁の観察

仲座栄輝・玉城詠光：１期作水稲および２期作の収量に及ぼす穂肥の効果

宮里清松：令を異にした簾苗のジベレリン処理が甘薦器官の成長に及ぼす影響

吉成正雄：沖縄における甘薦の品種交配の実験について

当山清善・金城清郎：パインアップル罐詰の糖度および酸度について（第２報）

当山清善・銘苅敏夫・稲嶺盛三郎：琉球土壌の理化学的性質（第１報）

銘刈春定：西瓜の接木における光線が活着及び初期成育に及ぼす影響

新納義馬：嘉津宇岳と安和岳の植生

新垣秀一・仲座栄輝：花粉稔性に影響を及ぼす気象因子から見た甘薦の採種地について

野原堅世：台湾の植物病害虫防除事業

渡辺正一：パインアップル産業合理化上の諸問題（２）

第３巻第２号（1964年12月）

宮里清松：節位を異にした薦茎の節部における維官束の発達

新垣秀一・安和守礼：薦苗に対する熱風処理（HotAirOven）の効果

当銘由孝：原料甘薦生産高推定法の一考察

与古田幹也：甘薦梢頭部切除後並びに甘蕨貯蔵中における成分の変化
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金城清郎：ニガウリに関する研究（第一報）一般成分について

比屋根義一：ニンニクの低温処理が生育収量におよぼす影響について

内原英昇：アメリカから導入された豆科牧草の適応試験

田盛正雄：光と温度がPAytOphthorqcoJocasmeRac・の胞子のう形成，胞子のう発芽，及び宿主体への侵入と

発病に与える影響（英文）

東清二：ウリミパエの誘致剤Cuelureについて

照屋林宏・外間忠守：沖縄本島の南風原村におけるネコブ線虫の被害実態とその防除法について

銘苅敏夫・稲嶺盛三郎・大城喜信：琉球土壌の理化学的性質

第二報沖縄本島士壌の窒素吸収係数及び燐酸吸収係数について

内原英昇・島袋真栄・仲里徹：小型トラクター（駆動型）を利用しての甘蕨栽培について

渡辺正一：パインアップル産業合理化上の諸問題（３）

田盛正雄：沖縄で発生するPAytOphthora属菌（１）英文（資料）

田盛正雄：沖縄のパインアップルの苗に大きな害を与えているCbrqtoCystispqrqdojcq(DeSeyn)Dade(資料)(７）

第４巻第１号（1965年６月）

元田徳広・当安武：甘薦の除草剤に関する研究

久貝晃尋・荷川取勝永：甘薦の畦間かんがいに関する試験

山城松善・野島武盛・比嘉正一：沖縄におけるパレイショ採種（いも）に関する研究

第一報男爵自給いもの生産性について

田盛正雄：パインアップルしんぐされ病の防除薬剤の選定試験

津止健市：バナナ斑葉病とその防除

大宜味朝栄：リュウキュウマツの菌根菌について

東清二・多良間恵栄：ウリミバエDacuscuazr6jtaeCoquillettに関する研究（１）

渡辺正一：パインアップル産業合理化上の諸問題（４）

田盛正雄：沖縄で発生する疫病菌類（２）（英文）（資料）

第４巻第２号（1965年12月）

銘苅敏夫・大城信雄・島袋繁：中性およびアルカリ性土壌における水稲畑育苗に関する２，３の検討

新垣秀一・安和守礼・久貝徳一：株出し甘薦の収穫時期と成熟度の関係

内原英昇：甘蕨収穫作業の機械化に対する－考察

野原堅世・松村猛：サトウキビわい化病の発生調査

当山清善：パインアップル副産物の利用に関する研究（第２報）

プロメリンの硫安及び有機溶媒による分別について

金城清郎：ニガウリに関する研究（第２報）ビタミンＣ含量について

銘苅春定：西瓜の接木における温度が活着及び初期成育に及ぼす影響

東清二・多良間恵栄：ウリミバエDacuscucurbjtaeCoquillettに関する研究（第２報）

人工大量飼育法について
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大屋

宮城

一弘：沖縄本島土壌における石灰とりん酸の肥効

勝治･稲嶺盛三郎・大城豊秀・大城喜信：琉球土壌の理化学的性質第三報沖縄本島土壌腐食，

全窒素，有効態燐酸含量について

林正：ハワイのパインアップル産業について（資料）

宏・平良幸男：琉球における土地改良事業（資料）

正雄：沖縄で発生する疫病菌類（３）（英文，資料）

堅世：ハワイにおけるサトウキビの検疫（短報）

長
城
盛
原

翁
金
田
野

第５巻第１号（1966年５月）

故島袋俊一博士の研究業績

久貝晃尋・荷川取勝永：植溝の深さおよび培土が甘薦の生育に及ぼす影響

砂川浩一：甘藷の開花促進に関する研究（第１報）アサガオ，ヒルガオおよびヨルガオが接穂の

生育並びに開花促進に及ぼす影響

比屋根義一：セロリーに対するジベレリンの処理時期が生育と品質に及ぼす影響

高良鉄夫・東清二：パインアップルの害虫防除に関する基礎的研究第１報パインアップル園における昆虫群集

田盛正雄：パインアップルしんぐされ病の防除法

大屋一弘：国頭礫層土壌における牧草のマンガン吸収と石灰施用の影響

新垣秀一・仲宗根盛徳：沖縄における甘薦導入

野原堅世：沖縄に発生するサトウキビ病害の種類（１）

照屋林宏：沖縄におけるサツマイモネコプセンチュウ（MDJojdogWzej"cog几jtaKofideetWhite）

の寄主植物の種類

長嶺将昭：輸入木材に発見される病害虫（１）

伊波興清：1964年度における地域別の農薬の使用状況（資料）

東清二：Opius〃etc/terjSilrestri（ウリミバエコマユバチ）石垣島に産す（短報）

第５巻第２号（1966年12月）

当安武・作元照文・元田徳広：サトウキビＮ:CO､376について

砂川浩一：サツマイモの品種間交配における主要形質に関する交配組合わせ能力第１報実生苗床における形

質と実生第１年目における形質の関係について

高良鉄夫・東清二：パインアップルの害虫防除に関する基礎的研究第２報主要害虫および天敵類の

年間個体数変動

田盛正雄：バナナ斑葉病に関する基礎研究

津止健市：ピーマンに発生したうどんこ病について

大宜味朝栄：西表島原生林の根株腐朽について

伊波興清：マングースの分布と食性について

伊波興清：野鼠の天敵としてイタチの導入記録（資料）

与那覇哲義：パレイショ原原種の検定と増殖（資料）



沖縄農業研究会35年の歩み 3５

翁長林正：RegionalVegetableProductionandMarketingResearchCenterfortheFarEast準備委員

会議に参加して（資料）

第６巻第１号（1967年５月）

砂川浩一・我那覇伊昭：サトウキビの生態と登熱に関する研究第１報夏植原料茎における

節位別主要形質について

比屋根義一：沖縄におけるそ菜園芸の現状一ハウスの普及と今後のそ菜栽培に関する私見

東清二：沖縄における果樹病害の種類第１報ミカン類の害虫

伊波興清：沖縄本島産アブラムシ類に関する調査（第１報）

塚田章二郎・嘉数幸喜：沖縄における農業機械化の現状と問題点

外間宏一・川満恵清：甘薦情頭部中のフェノール性化合物について（第１報）

第６巻第２号（1967年12月）

徳本行雄：クロトンの品種と栽培法第１報

久貝晃尋・荷川取勝永：サトウキビ第１年次株出栽培における根切，敷草，培土が生育，収量に及ぼす影響

比屋根義一：沖縄におけるレタスの営利栽培上の播種期の限界

宮城調勝：士の粒度試験におけるトリポリリン酸ナトリウムの分散効果

島村盛永：サイパン島におけるヒメハラナガツチバチの導入経過

高良鉄夫・東清二：イノシシの被害と防除について

新垣真保：アルゼンチンの概況と農牧業

第７巻第１号（1968年５月）

丸杉孝之肋：農業の近代化に役立つ研究推進のための参考意見

西沢正洋・宮良高忠・津止健市・諸見里安勝：沖縄におけるサトウキビウイルス病の診断および防除と

今後の問題点（２）わい化病について

東清二：沖縄における果樹害虫の種類第２報バナナ，パパイヤ，バンジロウ，マンゴウの害虫

翁長謙良：土壌浸食に関する基礎的研究第１報土壌の侵食性と物理的性質との関係

比嘉信吉・屋我吉一・大城豊政：パインアップル果実中の糖類，有機酸類の分類同定（第１報）

仲村実久：茶に関する研究第１報荒茶，茶葉の一般成分について

藤井道宝：さとうきび葉（トップ）のサイレージについて

喜屋武良好：明治末期と大正時代の沖縄における害虫事情

野原堅世：バナナのバンチートップ病発生調査

高宮巌・当山繁信・赤嶺久二郎・下地恵治：肉牛産業開発に対する所見－農協系統組織を中心として－

第７巻第２号（1968年12月）

山城三郎：サトウキビの有効根群域について（第１報）

下地恵治：そ菜需給の現状と問題点
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高良鉄夫・東清二：西表島の蛾類について

照屋林宏・屋部澄孝：洗浄そ菜栽培地におけるネコプセンチュウの発生と被害の実態

内原信幸：戦後沖縄における農薬事情

作元昭文：大型機械利用サトウキビ植付機の開発について

大城喜信：Ｘ線回帰分析による沖縄本島主要土壌統の一次鉱物と粘土鉱物の同定

伊良波幸仁：沖縄におけるミカン栽培と輸入（短報）

第８巻第１号（1969年５月）

藤川武信：熱帯地域の農業開発一カンポジヤー

久貝晃尋・国仲重男：サトウキビの成熟について

金城清郎・大城信雄・稲福保宜：パインアップル果実の形態と製品歩留との関係

高良鉄夫・東清二：沖縄から新しく記録される害虫３種

伊波興清：喜界島のミカンコミバエ防除実験事業観察記

田盛正雄：パインアップルしんぐされ病菌の侵入と発病に関する研究

仲村実久：茶に関する研究第２報茶葉，荒茶，製茶中のカロチン，ビタミンＢ１，Ｂ２，Ｃ含有量について

友寄長重：毛管移動による地中給水施肥栽培の研究，山東菜の肥料試験

第８巻第２号（1969年12月）

福仲憲：沖縄農業における経営構造の脆弱性

橋口俊彦・当安武：春植えサトウキビのポリエチレン被覆栽培について

金城政勝：カソシャシンクイハマキ無受精卵の産下率と夏の温度について

嘉手川重昭・東清二：石垣島におけるウリミパエDqazscuazrbjtaeCoquillettの発生消長

伊波興清：沖縄本島南部におけるミカンコミパエの発生消長と寄主植物

新城俊也：南大東島における土の物理的特性

幸喜善福：沿岸付近の樹木と付着塩分量について（１）防潮林の潮風濾効果

第９巻第１号（1970年５月）

砂川浩一・我那覇伊昭・田名広助：サトウキビの登熟についての考察

大城安弘：カンシャシンクイハマキmetramoerqscAjstaceα"αＳ,ze此几の羽化および産卵に対する明暗の影響

高良鉄夫・東清二：西表島の農作物病害虫相について

長嶺和亘・与儀善雄：ミカンコミパエの大量飼育法

秋月国憲：奄美大島におけるバナナ栽培について

比嘉信吉・橋爪斌：甘薦糖蜜中に含まれる核酸誘導体分離同定

大城喜信・東江三信：特殊重粘土壌（ジャーガル）の改良に関する研究第１報表土の改良について

第９巻第２号（1970年12月）

高良亀友：戦後の沖縄における農業立法の変遷と特質（１）
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比嘉照夫：柑橘の生理生態に関する研究（第１報）エネルギー利用から見た沖縄の早生温州

山内昌治：サトウキビ葉焼病について（１）イネ科植物への接触とススキによる伝染

諸見里秀幸：ヤシ類の種子と発芽適温（２）

諸見里秀幸：リュウキュウマツの生長

幸喜善福：海岸付近の樹木の付着塩分量について（Ⅲ）

大城信雄・金城清郎・稲福保宗：果実糖度がパインアップル缶詰のシラップ糖度におよぼす影響

泉裕已：サトウキビ収穫作業の機械化に関する一考察

宮城調勝：土の透水試験法における飽和度について

宮城調勝：締固めた士の透水係数について

東清二：久米島のウリミバエについて（短報）

第10巻第１．２併号（1971年12月）

高良亀友：戦後の沖縄における農業立法の変遷と特質（Ⅱ）

元田徳広：サトウキビに対するバーナム粒剤の実用性について（第１報）

東清二・山内政栄：イワサキクサゼミＭｏ,29α""iaju）αsalbjjMatsumuraの生態に関する知見

伊波興清・長嶺和亘・与儀善雄：沖縄本島およびその離島におけるウリミバエ発生調査

新城俊也：沖縄における泥灰岩の工学的特性，（11)泥灰岩地山における切取りについて

城間理夫：沖縄におけるビニールハウス微気象観測一水温，地温一

幸地善福：沿岸付近の空中塩分量について，ガーゼ補足器の検討

吉田茂：沖縄の屠畜業者に関する一考察

第11巻第１．２併号（1973年３月）

高良亀友：戦後の沖縄における農業立法の変遷と特質（Ⅲ）

吉田茂：農業経営規模拡大に関する基礎的考察一沖縄における農業所得向上との関連において

大城安弘：イワサキカレハルndroJjmusjujasa肱Naganoの生態に関する知見

Oshiro,Kisin:StudiesonthelmprovementofJaagaru(CalcareousheavyClaySoiDinOkin8
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Oshiro,Kisin:StudiesonthelmprovementofJaagaru(CalcareousheavyClaySoil)ｉｎOkinawa

大屋一弘：沖縄の土壌区分面積

幸喜善福：沿岸付近の空中塩分量について((監))ガーゼ補足器の風速抑制作用

内原英昇･安次富信光・大城喜信：サトウキビの収穫機（DONSOLO761）の性能について

第12巻第１．２併号（1974年12月）

与那覇哲義：パパヤから分離された３種ウイルスについて

仲盛広明：ミカンコミバエDacusdorsaJjsHendelの増殖に対する生息密度効果

一幼虫の食物量を制限した場合一

大城安弘：人工飼料によるイネヨトウSesummm/bre"sWalkerの飼育
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宮良永好：亜熱帯土壌の腐食の集積に関する研究第１報石垣島土壌の粒径組成について

外間宏一・喜舎場肱恵：キトウキピの褐変現象に関与すると思われるＰ/tomasp菌の生産する

インベルターゼの一般的性質

佐藤一紘・川上和宏：沖縄のサンゴ海域を汚濁している土壌粒子の流出機構に関する研究（１）地域住民の生

活実感をもとにした汚濁の現状の把握

正雄・与那覇哲義：琉球列島さび菌フロラに追加される種類と宿主（資料）短報

鉄夫・東清二：タイ国から導入したバッタタマゴヤドリパチ南大東島で定着す（短報）

盛
良
田
高

第13巻第１．２併号（1975年12月）

八重山農業特集

黒島直方：八重山農業の現状と問題点

宮平永憲・大工正信：サトウキビの生育，収量と気象要因との関係

我那覇伊昭・大浜当八：酸性土壌における過石，珪カルの多施がサトウキビの生育，収量に及ぼす影響

本永博美：パインアップルの出蕾後における施肥効果について

福富一：エセホンによるパインアップルの開花誘起に関する研究

仲盛広明・垣花廣幸・添盛浩：ウリミパエの大量飼育法確立試験Ｌ幼虫および成虫の飼育密度

垣花廣幸・添盛浩・仲盛広明：ウリミパエの大量飼育法確立試験Ⅱ

石垣永全：宮良川流域土地開発事業への思考

第14巻第１号（1976年７月）

仲盛広明・垣花廣幸・添盛浩：ウリミパエの大量飼育法確立試験Ⅲ大量採卵法

与那覇哲義・米盛重保・田盛正雄：有翅アブラムシの飛来とパパヤのウイルス病発生との関係について

金城美恵子：沖縄におけるコナガPJUteJkzjGyJosMJCU（Ｌ)の生活史

山内政栄・岩橋銃・瑞慶覧浩：那覇市金城町におけるウリミバエ，DaazsazazrbitaeCoquillett

の個体数変動

大屋一弘：宮古島北東部土壌の理化学性

山城直・大山保表：ペーパーポットによるリュウキュウマツの育苗試験

大宜味朝栄・城間盛靖・上間三雄：大気汚染による沖縄の樹木被害（予報）

第14巻第２号（1978年７月）

宮平永憲：サトウキビの収量予測について

比嘉照夫・小橋川共志：夏リュウリの雄花着生に及ぼすエスレル，NAAの影響について

上里健次：シンビジウムの苗の生育に及ぼす植込材料の影響

東清二・金城政勝：沖縄本島から新しく記録されるヤシ類の害虫２種（資料）

稲嶺盛三郎・伊芸安正：沖縄本島中北部みかん園土壌の化学性

大屋一弘：宮古島南西部土壌の理化学性

吉田茂：沖縄県の食肉消費構造の特質について
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第15巻第１．２併号（1979年７月）

米盛重保・仲間操：沖縄におけるマスクメロン（CtzcumjsmeJoL）の砂栽培について

比嘉照夫・仲村康和：NAA,糖，リン酸混合物質が早生温州ミカンの酸および糖に及ぼす影響

比嘉照夫・嵩原徳夫：夏キャベツの結球に及ぼすNAAの影響

比嘉俊昭・宜野座猛・座喜味盛男：バナナセセリErjonotatorusEvansの生態に関する二，三の知見

大城安弘・我謝京子：沖縄産鳴き虫に関する研究第２報スズムシHomoeogMJusmpo"icusHANNの

沖縄における生活史

第16巻第１．２併号（1980年12月）

村山盛一・勝田義満・宮里清松・野瀬昭博：ステビアの栽培に関する研究第１報発芽及び幼芽，幼根の生長

に及ぼす温度及びジベレリソの影響

米盛重友：ダイジョウ（DioscoreaakZtaL）の生態に関する研究第１報出芽温度と出芽日数について

米盛重友：熱帯果樹類種子の発芽に関する研究第１報レイシ（LjtcAjchi"e,zsjsSonn）について

大城安弘・奥島澄子：タイワソカブトムシOEyctesrhjnocerosLinnaeus（鞘翅目：コガネムシ科）の生態学的

研究第１報琉球列島における分布及び侵入経路について

吉田茂・奥間隆：沖縄県における花木の生産と流通の現状分析

第17巻第１．２併号（1981年12月）

大屋一弘・志茂守孝：北部酸性土壌に対する石灰施用がスーダングラスの収量と養分吸収に及ぼす影響

東清二・金城政勝：沖縄におけるクワ害虫と桑園の昆虫群集

仲田栄二・石嶺行男：伊是名島における休耕田の雑草群落に関する研究（１）クサネム群落の分類

仲田栄二：伊是名島における休耕田の雑草群落に関する研究（Ⅱ）ヒメガマ群落の分類

仲田栄二：伊是名島におけるギンネム群落の種類相とその分布

第18巻第１．２併号（1983年３月）

仲田栄二：伊是名島における休耕田の雑草群落に関する植物社会学的研究

比嘉照夫・嵩原亜弓：石灰岩洗鉱沈殿上による強酸性土壌の改良について

仲村実久：茶に関する研究第４報茶葉の澱粉の含量

仲村実久・伊江朝一・田幸正邦：茶に関する研究第５報茶のアミノ酸及びアミドの定量

仲村実久・島袋永伸・金城一成・田幸正邦：茶に関する研究第６報茶葉のポリフェノールオキシダーゼ

荒木均・池橋宏：八重山群島の稲作の現状と問題

第19巻第１．２併号（1984年７月）

仲宗根盛男：作物栽培から見たハイキビ（Hmicumrepe"ｓＬ.）の生理生態について

仲田栄二：伊是名島における休耕田の雑草群落に関する研究（Ⅲ）セイコノヨシ群落と雑草群落の遷移

照屋匡・田尾政博・西村真：沖縄群島および奄美群島に産するミバエ科Dacus属の亜属および種の

簡易同定法
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田尾政博・照屋匡：宮古および八重山群島で発見されたDacus属ミバエ３種について

大城安弘：タイワンカプトムシOMtesrhi"ocerosLinnaeus（鞘翅目：コガネムシ科）の生態学的研究

第２報沖縄島における生活史

大城安弘・大城恵理子・前城悦子：琉球列島産鳴く虫に関する研究第６報オキナワキリギリスGamPsochejs

Mzlbyue"siｓ（直翅目：キリギリス科）の沖縄島における生活史

吉武成美：沖縄の養蚕

安里昌信：沖縄県の家畜セリ市場における肉用牛の価格形成

第20巻第１．２併号（1985年７月）

志茂守孝・大屋一弘・渡嘉敷義浩：酸性土壌における養分施用に関する研究第２報石灰施用量がスーダング

ラスおよびソルゴーの収量と養分含有率に及ぼす影響

仲田栄二：沖縄自動車道のり面の植生

照屋匡・西田喜美子・田尾政博・久場洋之：ウリミパエDacuscucurbitaeCoQuILITT(DipteraTephritidae）

の精巣による不妊虫と野生虫の判別法精巣の外観による判別の再検討と染色による識別について

大城安弘：琉球列島産鳴く虫に関する研究第８報チビクロコウロギＰ化bjogEyJJusguttjuentrjs（直翅目：

コウロギ科）の沖縄島における生活史

山内政栄：キムネクロナガハムシBromSpaJo"gissimqGestro(鞘翅目：ハムシ科)に関する若干の

生物学的知見

第21巻第１．２併号（1986年７月）

大屋一弘・酸性土壌におけるサンゴ砂混合がキウリ苗の生育に及ぼす影響

大屋一弘・志茂守孝・クレメントＯモレドジニア・ペンシュリチョーポラベッチ・ラウィワソアーッァマン・

ティアニイＭ・ウィジャランテ：沖縄の酸性土壌におけるソルゴー幼植物の生育に及ぼすスラッグと窒素施用の

影響（英文）

高江州均・仲本優・村山盛和・大束正臣：土壌リン酸の蓄積形態に及ぼすリン酸質肥料の影響

矢野博・陶山一雄・藤井溥：沖縄本島で発生したサトウキビ赤色条斑症状の病原細菌とその防除

大城安弘：琉球列島産鳴く虫に関する研究第10報琉球列島の直翅目相

第22巻第１．２併号（1987年11月）

小浜継男：１筆の圃場においてみられたサトウキビの茎長とブリックスとの関係

四方正義：「台桑２号×シマグワ」から選抜した桑のの新系統“R１，'について

矢野博・沼口憲治・岩井久：沖縄本島北部のサトウキビおよびイネ科草から分離したサトウキビモザイク

ウイルスと酵素結合抗体法（ELISA）による血清学的診断

大城安弘・大城道代・前田優子・糸数恵子：琉球列島産鳴く虫に関する研究第11報オナガササキリ（直翅目：

キリギリス科）の沖縄島における生活史

大城安弘：琉球列島産鳴く虫に関する研究第１潮カマドコウロギ(直翅目：コオロギ科)の沖縄島における

生活史
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仲地宗俊：沖縄におけるサトウキビの栽培型収益性の分析

小浜継男・大城良計・真栄城晃：宮古島のおけるサトウキビのブリックスの推移と1985／86年期のブリックス

低下要因

宮里清松：サトウキビの特性と栽培

第23巻第１．２併号（1988年８月）

高江州均・喜名景秀・安里成秀・仲本優・村山盛和・大束正臣：パイナップルのクロロシス及び首曲り症状

について

大屋一弘・山田純子・志茂守孝：暗赤色土におけるカリとナトリウム施用がローズグラスの収量及び養分吸収

に及ぼす影響（英文）

四方正義：沖縄県における亜熱帯養蚕の在り方について

シンポジウム：沖縄県における野菜生産の現状と問題点

第24巻第１．２併号（1989年８月）

仲宗根盛雄：沖縄県の主要サトウキビ品種における葉身水分蒸散特性の比較

大城安弘：琉球列島産鳴く虫に関する研究第14報オキナワクチキコウロギ（直翅目：コオロギ科）の沖縄島

における生活史

大城安弘：琉球列島産鳴く虫に関する研究第15報リュウキュウツヅレサセコオロギ（直翅目：コオロギ科）

の沖縄島における生活史

東清二：南大東島の昆虫相に関する若干の考察

大屋一弘：赤土流失防止と農地及び水利用一沖縄農業における土壌保全への提言一

第25巻第１．２併号（1990年７月）

四方正義・志村明：琉球生糸を“藤ノ木古墳･謎の錦，，復元に提供して

四方正義：沖縄県における養蚕の起源について

宮竹貴久・仲宗根智・東清二：沖縄におけるビワの加害昆虫について

シンポジウム：沖縄におけるラン栽培の現状と課題

第26巻第１．２併号（1991年７月）

仲宗根盛雄：沖縄県の主要サトウキビ品種の幼植物体の水分蒸発散特性の比較

上里健次・山城直樹：ハウス内環境下におけるデソドロビウム・プラモットの発育特性

大城安弘：マンゴーを加害するクロカタゾウムシHzcAyrhr"ｃｈｕｓｍ/bmclJjsFairmaireについて

金城郁夫・小濱継雄・垣花廣幸：サトウキビ赤腐の発生とメイチュウ類の加害との関係

翁長謙良：赤土流出・そのメカニズムと対策一国頭マージの侵食抑止策について－

第27巻第１．２併号（1992年７月）

上里健次・中満清：ファレノプシスの栄養生長，花成に及ぼす温度日較差の影響
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米盛重保：高温環境下における栄養栽培に関する研究第１報マスクメロン栽培における固形倍地の比較

志茂守孝・渡嘉敷義浩：海岸線の土壌に関する研究第１報沖縄島，読谷村残波岬の暗赤色士の理化学特性

大屋一弘：沖縄における士作りを考える－速成士作りはできるだろうか－

森高正俊：沖縄農業の現状と課題

創立30周年記念式典経過

30周年記念シンポジウム：転換期に立つ沖縄農業の課題と展望一ミバエ根絶後の園芸振興に向けた戦略的課題一

第28巻第１号（1993年12月）

巻頭言：沖縄農業の活性化を目指して

上里健次・外山利章：沖縄におけるデイゴの開花特性とその開花要因

松田昇・平良武康：ハウス栽培におけるマンゴーの結実習性

仲松悦子・外間数男：Ｒ肱octonjczsoJCmiによるシュッコンカスミソウの葉腐れ

ＭａｔｉｎＭＡ・HossainM.Ａ・大屋一弘・ＨｏｓｓａｉｎＡＨＭ.Ｄ・ＲａｈｍａｎＭＫａｎｄＵｄｄｉｎＳＭ.Ｍ､：サトウ

キビ栽培における限界除草期間総説

安谷屋隆司：沖縄農業における土地利用の現状と課題

蔵盛章：「新しい食料・農業・農村政策の方向」と関連法律の整備

馬塲繁幸・志茂守孝：マングローブと沖縄．

特集・さとうきび

仲里正紀：さとうきび農業の再構築と対策の基本方向

上野正実：さとうきびの生産対策と機械化

大城健・伊敷元光・赤地徹：さとうきび機械化一貫作業技術確立への取り組み

前山田辰正：さとうきび品質取引への取り組み

野瀬昭博・川満芳信：サトウキビの糖分蓄積機構解説

興那原久夫：沖縄県畑作農業生産性向上等の指針について

家坂正光：農業機械銀行に求められるもの

諸見里善一：士壌微生物と土壌病害

情報交流・研究室紹介県農業試験場さとうきび作育種研究室，同バイオテクノロジー研究室，同さとうきび害

虫研究室,琉球大学農学部作物学研究室，同土壌学･植物栄養学研究室，同農業機械学研究室

第29巻第１号（1994年７月）

巻頭言：トリレンマを視野に

川満芳信・比屋根真一・野瀬昭博：サトウキビ葉身の光合成速度及び気孔伝導度に及ぼす気孔密度の影響

河野伸二・上原勝江・渡嘉敷唯助：沖縄におけるメロンえそ斑点病の発生

特集・マンゴー

伊藝安正：沖縄におけるマンゴー栽培の現状と課題

安富徳光：沖縄県におけるマンゴー栽培

松田昇・平良武康：ハウス栽培におけるマンゴーの開花習性と結実習性
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仲宗根智・友利仁志：沖縄北部地域におけるマンゴー栽培の現状と問題点

金城鉄男・池宮秀和：生食用パインアップルにおける育種法の知見と可能性

高良鉄夫：沖縄の農業

新崎正雄：台湾における熱帯果樹の栽培状況調査報告

情報交流・研究室紹介県農業試験場名護支場パイン研究室同果樹育種研究室，同果樹茶業研究室同熱帯果

樹研究室，琉球大学農学部園芸学研究室，同植物病理学研究室

第30巻第１号（1995年７月）

巻頭言：研究テーマの焦点

川満芳信・与儀喜代政・濱上昭人・野瀬昭博・比嘉正和：パインアップル果実の糖，有機酸，ブロメラインに

おける品種間差異，季節および収穫後の変化

上野正実・鹿内健志・奈良貴夫：サトウキビ作の機械化に関する本島中部地区の農家の意向

特集・沖縄のキク

上里健次・山本ひろみ：キクの花成反応と日長温度条件の組み合わせ

阿嘉良弘：沖縄におけるキクの栽培

金城栄子：キクの品種と生態

護得久友子・安田秀実：沖縄県におけるキクの生産の現状と課題

長嶺豊・屋宜宣由：南部地域におけるキク切り花生産の現状と課題

名嘉重則：市場流通から見た沖縄産キクの現状と課題

園田茂行：沖縄における新時代のキク生産

守屋成一：イモゾウムシ，アリモドキゾウムシの根絶は可能か－根絶防除計画の現状一

外間数男：ミョウガ根茎腐敗病の防除

新崎正雄：農水省果樹試験場口之津支場におる研修報告

研究室紹介県農業試験場園芸支場野菜育種研究室，同花卉育種研究室，同野菜研究室，同花卉研究室，同根茎作

物研究室，琉球大学農学部農業経営学研究室

第31巻第１号（1996年８月）

巻頭言：研究に独創を

川満芳信・上野正実・渡嘉敷義浩・永江哲也・大見のりこ・孫麗亜・浅沼康清・入嵩西正治：サトウキビ茎中

の糖度と各元素との関係一南大東島および石垣島の場合一

渡嘉敷義浩・仲地克洋・志茂守孝・翁長謙良：ソイルハード処理による国頭マージ改良土の化学性と栽培適性

上里健次・知念和香奈：スプレーギクの発育と日長，温度の組み合わせ

入嵩西正治・田本信良・砂川博秋・米盛あゆみ：サトウキビの側枝苗利用法の開発

特集・沖縄における情報化の現状と課題

上野正実・孫麗亜：農業の情報化は沖縄農業・農村をどのように変えるか－沖縄農業における情報化の展開一

喜久山守良：農業技術情報のシステム化パソコンおよび農業情報の利用事例

大谷浩一：花卉農協の農業情報の利用事例
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本村満：家畜経営におけるパソコン利用

新里良章：作業受委託組織（農業機械銀行）におけるPC利用

新里良章：農業生産における環境データ収集システム農業情報利用に関する試験研究

家坂正光・真武真一・竹之内昭一：農業経営における情報利用赤地徹：ケーンハーベス夕作業能率試験

タイムカウンターの開発

新里良章：農業分野における計測・制御実習装置の制作と利用

HenryYNakasone，出花幸之助・井上裕嗣翻訳：パパイア研究の過去と現在，そして未来

LindaJMason,守谷成一翻訳：サツマイモー総合的有害生物管理の可能性を探る


